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１　

条
例
制
定
の
背
景
と
経
緯

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口

の
割
合
の
低
下
を
始
め
と
し
た
社
会
課
題
は
深
刻
さ

を
増
し
、
価
値
の
多
様
化
やW

ith/A
fter

コ
ロ
ナ

な
ど
課
題
の
複
雑
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
国
は
、
令
和
３
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
社
会

形
成
基
本
法
を
施
行
し
、
同
法
に
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

形
成
に
関
す
る
基
本
理
念
や
、
国
、
地
方
公
共
団
体

及
び
事
業
者
の
責
務
等
を
規
定
し
、
同
法
の
施
行
に

併
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
に
向
け
た
司
令
塔
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
立
し
ま
し
た
。

本
市
は
、
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
や
国
の
動

向
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
上
で
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
令
和
４
年

７
月
に
「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

本
市
は
、
市
域
が
全
国
で
２
番
目
に
広
く
、
全
国

の
課
題
を
凝
縮
し
た
自
治
体
と
し
て
、
国
土
縮
図
型

の
政
令
指
定
都
市
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
県
庁
所
在

地
で
も
な
く
、
大
都
市
圏
近
郊
で
も
な
く
決
し
て
条

件
有
利
と
は
言
え
な
い
本
市
で
は
、
持
続
可
能
な
自

治
体
運
営
を
行
う
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
や

産
業
政
策
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
で
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
持
続
可
能
な

都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
元
年

10
月
に
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
宣
言
」
を
行
い
ま

先進・ユニーク条例【解説】

　浜松市は、「浜松市デジタルを活用したま
ちづくり推進条例」を制定した（条例第33
号として、令和４年６月20日公布、同年７
月１日施行）。デジタルを活用したまちづく
りに関する基本事項を定め、全ての市民が安
全・安心で幸せに暮らし続けることができ
る持続可能な都市を築くことが目的である。
これまで同市で取り組んできた「デジタル
ファースト宣言」、「デジタル・スマートシティ
構想」をベースとしつつ、デジタル社会形成
基本法の趣旨を踏まえた内容となっている。

し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
３
月
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
宣
言
に
基
づ
く
政
策
の
指
針
と
し
て

「
デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

こ
う
し
た
宣
言
や
構
想
に
基
づ
き
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
取
組
を
推
進
す
る
中
で
、
取
組
の
ベ
ー
ス
と

な
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
目
的
、
基
本
原
則
や
、
市
の

責
務
、
市
民
等
の
役
割
な
ど
を
議
会
の
議
決
に
よ
る

条
例
と
し
て
規
定
し
、
官
民
が
連
携
し
た
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市

の
市
政
記
念
日
で
あ
る
令
和
４
年
７
月
１
日
に
本
条

例
を
施
行
し
ま
し
た
。

静岡県
浜松市

浜
松
市
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た 

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

浜
松
市
デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
課
　
池
谷　

祐
介
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す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

３　

条
例
に
関
連
し
た
取
組

条
例
に
関
連
し
た
主
な
取
組
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
条
例
に
規
定
す
る
推
進
体
制
の
整
備

令
和
２
年
４
月
に
設
置
し
た
、
市
長
を
本
部
長
と

す
る
庁
内
組
織
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
推
進
本
部
と
、
官
民
連
携
の
推
進
役
で
あ
る
浜

松
市
デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
第
７
条
で
規
定
す
る
推
進
体
制

に
位
置
付
け
ま
し
た
。デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

推
進
本
部
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
政
策

の
企
画
や
調
整
、
進
捗
管
理
を
行
う
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
官
民

が
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決
や
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
分
野
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
な

ど
の
分
野
間
の
連
携
や
会
員
間
の
連
携
促
進
等
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
時
限
的
組
織
か
ら
恒
久
的
な
組
織
へ

本
市
は
、
令
和
２
年
４
月
に
デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
政
策
の
推
進
を
所
管
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
事
業
本
部
は
、
特
定
の
政
策
を
一
定

期
間
集
中
的
に
推
進
す
る
「
時
限
的
な
組
織
」
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

２　

条
例
の
内
容
・
解
説

本
条
例
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
基
本
事
項
を
定
め
、全
て
の
市
民
が
安
全
・

安
心
で
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
持
続

可
能
な
都
市
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
本
市
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス

ト
宣
言
」、「
デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
」

を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
目
的
や

基
本
原
則
、
市
民
等
の
役
割
、
基
本
指
針
等
の
策
定

を
定
め
た
全
８
条
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
基
本
原
則
（
第
３
条
）

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
上
で
の
基
本
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
は
目
的
で
は
な
く
、
手
段
で
あ

る
と
の
認
識
の
下
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
は
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
人
を
始
め
、
全

て
の
人
の
社
会
参
加
を
支
え
、
多
様
で
包
摂
的
な
社

会
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
や
行
政
を
含
め

た
多
様
な
主
体
の
参
加
に
よ
り
、
新
た
な
価
値
を
創

出
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
（
第
３
条
第
１

項
・
第
２
項
）。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
の
取
扱
い
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
活
用
に
よ
る
不
安
に
対
し
て
、
個
人
情
報
保
護
法

を
遵
守
す
る
と
と
も
に
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
す
る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
（
第
３
条
第
３

項
）。

（
２
）市
の
責
務（
第
４
条
）及
び
市
民
等
の
役
割（
第

５
条
）

第
４
条
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
は
市
民
や
事
業
者
を
始
め
と
す
る
多
様
な
主
体
の

方
々
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
官
民
共
創
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
責
務
と

し
て
「
市
民
等
と
協
力
し
、
及
び
連
携
し
な
が
ら
」

施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
側
に
の
み
責
務
を
規
定
し
て
も
、
市
民
等
と

協
力
で
き
な
け
れ
ば
本
条
例
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
第
５
条
で
は
市

民
等
の
役
割
と
し
て
、「
市
と
連
携
し
、
及
び
協
力

す
る
よ
う
努
め
る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
基
本
指
針
等
の
策
定
等
（
第
６
条
）

本
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
指
針
及

び
基
本
指
針
を
実
行
し
て
い
く
上
で
の
具
体
的
な
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
推
進
体
制
（
第
７
条
）

第
６
条
で
規
定
す
る
基
本
指
針
や
計
画
に
掲
げ
る

施
策
の
総
合
調
整
を
行
う
た
め
の
推
進
体
制
を
整
備

先進・ユニーク条例
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用
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
制
定
に
併
せ
、
令

和
５
年
７
月
に
、
恒
久
的
な
組
織
で
あ
る
「
部
」
に

改
正
し
ま
し
た
。

（
３
）
浜
松
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定

条
例
に
規
定
す
る
基
本
指
針
は
、
令
和
３
年
３
月

に
策
定
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
」

を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
条
例
に
規
定
す
る

基
本
指
針
に
基
づ
く
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
市
長
を
本

部
長
と
す
る
推
進
本
部
会
議
で
整
理
し
た
デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
分
野
の
取
組
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

令
和
５
年
１
月
１
日
に
「
浜
松
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
取
組
10
項
目
と
、
自
治

体
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
６
項
目
の
全
16
項

目
を
計
画
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
、
書
か
な
い
窓

口
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
業
務
改
革
の
推

進
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。

（
４
）
Ｌ
Ｇ
Ｘ
行
動
規
範
の
策
定

Ｌ
Ｇ
Ｘ
と
は
、「Local Governm

ent T
rans-

form
ation

」
の
略
で
「
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
上
で
ま

ず
は
自
治
体
の
変
革
か
ら
」
と
い
う
考
え
に
よ
る
市

長
の
造
語
で
す
。
自
治
体
の
変
革
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
職
員
の
意
識
・
行
動
の
変
革
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
Ｌ
Ｇ
Ｘ
行
動
規
範
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
行
動
規
範
が
、
職
員
に
と
っ
て

自
分
事
と
な
る
よ
う
に
、
策
定
す
る
過
程

で
庁
内
に
対
し
て
意
見
募
集
を
行
い
ま
し

た
。
案
に
対
し
１
３
２
件
の
意
見
が
あ
り
、

そ
れ
ら
意
見
を
で
き
る
限
り
反
映
し
た
形

で
令
和
４
年
10
月
に
制
定
し
ま
し
た
（
図

表
２
）。
行
動
規
範
は
各
所
属
に
お
い
て
職

員
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
掲
示
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

４　

今
後
の
展
望

デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の

策
定
、
条
例
の
制
定
、
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の

策
定
や
推
進
体
制
の
整
備
な
ど
デ
ジ
タ
ル

活
用
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
土
台
が
整

い
ま
し
た
。
今
後
は
、
取
組
を
実
装
し
て

い
く
フ
ェ
ー
ズ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

官
民
共
創
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
の
幸
福

度
（W

ell-being

）
の
向
上
や
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

① 行政手続きのオンライン化の推進
② 書かない窓口の推進
③ キャッシュレス決済の推進
④ 電子契約・電子請求の推進
⑤ 情報発信や相談等のスマート化
⑥ デジタルを活用したコミュニケーションの 化
⑦ デジタル活用のサポート
⑧ オープンデータ化の推進
⑨ マイナンバーカードの普及及び利活用
⑩ セキュリティ及び個人情報の適切な取り扱いの確保

① 推進に向けた組織・職員意識の変革
② 推進に向けたインフラ環境の整備
③ テレワーク等柔軟な執務環境の整備
④ ペーパーレス化の推進
⑤ 情報システムの標準化・共通化
⑥ デジタル活用による業務改革の推進

【デジタル活用による市民サービスの向上】 【自治体の生産性向上】

目指す方向性

DX推進
計画

デジタル・
スマート
シティ構想

人に寄り添ったデジタル活用
〜安全・安心、便利で快適な市民サービスの実現〜

基本的考え方

① 人が中心、デジタルは手段
② 個人情報の保護とプライバシーへの配慮
③ 変化を先取りし、新たな価値を創出する（組織・制度・職員意識の変革）
④ 小さく始めて、改善を繰り返す
⑤ システム所有からサービス利用へ

デジタルを
活用した
まちづくり
推進条例

図表１　浜松市DX推進計画
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浜松市 行動規範

私たち職員は、市民の （幸福感）が溢れ、持続可能

なまちづくりを推進するため、本規範に基づき、 、自治体変

革にチャレンジしていきます。

１ 市民がデジタルの恩恵を享受するため、使いやすく

人に寄り添ったデジタルの活用に取り組みます。

２ 複雑化する課題への対応や新しい価値を創出するた

め、組織や分野を越えて積極的に交流・連携を進め

ます。

３ 職員が生き生きと働く生産性の高い自治体運営を達

成するため、業務や働き方、意識の変革に継続的に

取り組みます。

４ 時代の変化に迅速かつ柔軟に対応するため、小さく

始め、大きな成果となるよう、改善し続けます。

５ 安全・安心なデジタル活用のため、個人情報保護や

セキュリティ対策を徹底します。

図表２　浜松市LGX行動規範

先進・ユニーク条例


